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（百万円未満切捨て） 
１．平成 20 年 3 月期第 3 四半期の連結業績（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 12 月 31 日） 
 
（1）連結経営成績                         （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

20 年 3 月期第 3 四半期 8,811( 14.9) 57 ( － ) 29 ( － ) 77 ( － ) 

19 年 3 月期第 3 四半期 7,667(  7.9) △6 ( － ) △493 ( － ) △505 ( － ) 

(参考)19 年 3 月期 11,299         303        △368        △410        

 
 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

20 年 3 月期第 3 四半期 8    59  － 

19 年 3 月期第 3 四半期 △55    31 － 

(参考)19 年 3 月期 △44    91  － 

 
 
（2）連結財政状態 
 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

１株当たり 
純 資 産 

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

20 年 3 月期第 3 四半期 11,007   5,043   45.7  560  38  

19 年 3 月期第 3 四半期 11,637   4,720   40.5  519  04  

(参考)19 年 3 月期 11,188   4,814   42.9  528  09  
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２．平成 20 年３月期の連結業績予想（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）【参考】 
 

（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 円  銭 

通 期 11,850( 4.9) 320 (  5.6) 380 ( － ) 310 ( － ) 34 25 

 
３．その他 
 
（1）期中における重要な子会社の異動（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

（2）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 

（3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有 

 
[（注）詳細は、3 ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。] 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要

素を含んでおります。実際の業績等は、業績の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
また当企業グループの㈱シーフォーテクノロジーは、同社平成 20 年 3 月期第 3 四半期財務・業績の概況

において、平成 20 年 2 月 15 日付けで SBI グループ企業 2 社を割当先とした第三者割当による新株式発行

の決議を行い、これが実行されることにより、保有割合が関連会社の形式的基準である 20％を切り持分法

の適用対象から除外することになります。なお、㈱シーフォーテクノロジーが持分法適用対象から除外さ

れることによる、当社の連結・個別損益に与える影響はございません。 
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【定性的情報・財務諸表等】 
１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第3四半期における我が国経済は、原油高騰による原材料の値上げ、サブプライムローン問題に

端を発した世界的な信用収縮等の懸念材料を抱える一方で、企業収益の改善、設備投資の拡大、雇

用・所得環境の改善基調が続き、個人消費に若干の弱さがあるものの、景気は底堅く推移しており

ます。 

情報サービス業におきましては、企業の IT 投資需要は、比較的順調に推移している一方で、顧客

ニーズに即した人材不足、また投資効果に対する要求も一層厳しいものとなってきております。 
このような状況下にあって当企業グループでは、収益力回復に向けた諸施策に一貫して取り組ん

でまいりました。この結果、売上高につきましては、8,811 百万円と前年同期比 14.9%の増、営業

利益 57 百万円、経常利益 29 百万円と前年同期に比べ、いずれも改善しております。 
また、当社が保有する株式会社ＵＢＩＣの株式売出しに伴う売却益が発生し、四半期純利益 77 百

万円となりました。なお、第 3 四半期の売上高及び利益は、順調に推移しております。 
 

２．連結財政状態に関する定性的情報 
当第 3 四半期における総資産は 11,007 百万円となり、前連結会計年度末と比べ 180 百万円減少

しました。これは主に、現金及び預金の増加 476 百万円、投資有価証券の増加 475 百万円があった

ものの、受取手形及び売掛金の減少 838 百万円、その他固定資産の減少 321 百万円によるものです。 
 
３．業績予想に関する定性的情報 
  平成 19 年６月 15 日発表の通期の業績予想に変更はありません。 

 
４．その他 
（1）期中における重要な子会社の異動（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

（2）会計処理の方法における簡便な方法の採用 

連結財務諸表等の作成に際しては、中間連結財務諸表作成基準に準拠しておりますが、税金費

用の計上基準については、簡便な方法を採用しています。 

（3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 

法人税法の改正に伴い、平成 19 年４月１日以降に取得した有形固定資産については、改正後の

法人税法に基づく償却方法に変更しております。また、平成 19 年３月 31 日以前に取得した有形

固定資産のうち、従来の償却可能限度額まで償却が到達している有形固定資産については、残存

簿価を５年間で均等償却しております。これらに伴う損益の影響額は軽微であります。 
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５．（要約）四半期財務諸表 
（１）（要約）四半期連結貸借対照表 

                                  （単位：百万円、％） 

科  目 
前四半期末 

（平成 19 年３月期

第 3四半期末） 

当四半期末 
（平成 20 年３月期

第 3四半期末） 

増 減 
（参考）前期末 
(平成 19年３月期末) 

 金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

（資産の部）      

Ⅰ 流動資産      

現金及び預金 1,931 2,308 377 19.5 1,832 

受取手形及び売掛金 1,712 1,567 △145 △8.5 2,405 

棚卸資産 1,268 961 △306 △24.1 638 

その他 903 458 △445 △49.2 730 

流動資産合計 5,816 5,295 △520 △8.9 5,606 

Ⅱ 固定資産      

建物及び構築物 537 506 △30 △5.7 530 

土地 3,304 3,304 － － 3,304 

投資有価証券 608 893 284 46.8 417 

その他 1,370 1,007 △363 △26.5 1,328 

固定資産合計 5,820 5,711 △109 △1.8 5,581 

  資産合計 11,637 11,007 △629 △5.4 11,188 

（負債の部）      

Ⅰ 流動負債      

買掛金 757 541 △216 △28.5 649 

一年以内償還社債 954 1,120 166 17.4 1,384 

短期借入金 738 847 109 14.7 630 

一年以内返済長期借入金 868 811 △57 △6.5 838 

その他 628 737 109 17.4 814 

流動負債合計 3,946 4,057 111 2.8 4,317 

Ⅱ 固定負債      

社債 1,450 465 △985 △67.9 818 

長期借入金 1,106 1,217 111 10.1 1,013 

その他 413 224 △189 △45.8 224 

固定負債合計 2,970 1,906 △1,063 △35.7 2,056 

負債合計 6,916 5,964 △952 △13.7 6,373 

（純資産の部）      

Ⅰ 株主資本      

  資本金 2,905 2,905  － － 2,905 

  資本剰余金 1,949 1,949 － － 1,949 
  利益剰余金 △152 △70 82 － △57 
  自己株式 △46 △104 △58 124.1 △46 
株主資本合計 4,655 4,680 24 0.5 4,751 

Ⅱ 評価・換算差額等      
  その他有価証券評価差額金 60 350 289 477.7 51 
Ⅲ 少数株主持分 4 12 8 203.3 11 

純資産合計 4,720 5,043 322 6.8 4,814 
負債、純資産合計 11,637 11,007 △629 △5.4 11,188 
(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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（２）（要約）四半期連結損益計算書 
                                  （単位：百万円、％） 

前四半期末 
（平成 19 年３月期

第 3四半期末） 

当四半期末 
（平成 20 年３月期

第 3四半期末） 

増 減 (参考)前期 
(平成19年３月期) 科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

Ⅰ  売  上  高 7,667 8,811 1,143 14.9 11,299 

Ⅱ  売 上 原 価 6,761 7,831 1,069 15.8 9,806 

売上総利益 906 980 73 8.6 1,494 

Ⅲ  販売費及び一般管理費 912 923 10 1.1 1,189 

１ 役員報酬 196 212 15 8.0 273 

２ 給与手当 184 171 △13 △7.0 222 

３ 賞与引当金繰入 38 43 5 13.0 19 

４ 交際接待費 26 28 2 8.0 35 

５ 減価償却費 24 20 △4 △16.7 29 

６ その他 441 446 5 1.1 611 

営業利益又は営業損失(△) △6 57 63 － 303 

Ⅳ  営 業 外 収 益 56 47 △8 △14.8 82 

Ⅴ  営 業 外 費 用 544 75 △468 △86.1 754 

１ 支払利息 38 39 0 1.0 51 

２ 持分法による投資損失 458 0 △457 △99.8 636 

３ その他 46 35 △11 △24.9 66 

経常利益又は経常損失(△) △493 29 523 － △368 

Ⅵ  特 別 利 益 60 592 532 884.8 172 

１ 投資有価証券売却益 － 588 588 － － 

２ その他 60 4 △55 △92.7 172 

Ⅶ  特 別 損 失 2 355 352 － － 

１ 前渡金償却 － 272 272 － － 

２ 貸倒引当金繰入額 － 66 66 －  

３ その他 2 17 14 515.3 － 

税金等調整前四半期純利益又は 
税金等調整前四半期(当期)純損失(△)  

△436 266 703 － △195 

税金費用 69 188 119 173.2 214 

四半期純利益又は 
四半期(当期)純損失(△) 

△505 77 583 － △410 

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
 


